
万
三
三
年
直
卍
粍
野
絲
舞
澪
“

滞
在
し
た
頂
点
を
な
す
時
期
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
す
で
に
戦

後
の
好
景
気
は
終
わ
り
、
不
況
と
倒
産
の
季
節
を
迎
え
る
傍

ら
、
朝
日
新
聞
で
は
島
崎
藤
村
の
コ
ト
ラ
ン
ゼ
こ
の
連
載
が

二

一
年
は
じ
め
ま
で
続
い
て
い
た
。
」ヽの
洋
行
ブ
ー
ム
は
二
三

年
以
降
、
統
計
的
に
も
明
ら
か
に
失
速
す
る
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、
一
三
二
年
九
月

一
日
に
勃
発
し
た
関
東
大
震
災
の
影

響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
清
岡
卓
行
の
マ
ョ
三
の
花
が
言
っ
た
』

は
二
四
年
末
に
パ
リ
に
発
っ
た
岡
鹿
之
助
か
ら
筆
を
起
こ
す
が
、

本
稿
で
は
そ
の
三
年
前
に
焦
点
を
絞
り
、
人
々
の
交
流
を
点
描

し
た
い
。
と
い
っ
て
も
、
そ
の
全
貌
を
描
く
こ
と
は
も
と
よ
り
不

可
能
。
論
旨
を
繋
ぎ
と
め
る
た
め
、
ち
ょ
つ
ど
こ
の
時
期
に
パ

リ
に
住
″
付
き
、
そ
の
最
後
の
生
き
証
人
と
な
った
画
家
の
視

点
を
お
借
り
す
る
こ
と
と
し
よ
う
（以
下
、
青
山
氏
が
Ｚ
フ
ン

ス
語
で
発
音
さ
れ
た
語
は
原
綴
を
優
先
し
、
訳
語
を
添
え
る
）
。

一
九
二

一
年
二
月
二
十
五
日
、
青
山
義
雄
２

八
九
四
―

一
九
九
六
）
は
ク
ラ
イ
ス
ト
丸
で
横
浜
を
発
ち
、
欧
州
へ
と
向

か
っ
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
経
由
で
パ
リ
に
つ
い
た
の
は
、
四
月
十
五
日
。

二
十
七
歳
だ
っ
た
。
リ
ヨ
ン
駅
に
は
日
本
水
彩
画
研
究
所
当
時

の
恩
師
、
水ヽ
池
秀
太
の
出
迎
え
が
あ
っ
た
。
六
月
こ
ろ
で
あ
っ
た

か
、
青
山
氏
は
勧
め
ら
れ
て
、
巴
里
日
本
人
会
の
書
記
を
勤

め
る
こ
と
と
な
っ
た
（図
１
）
。
「
ｏ
諄
Φ
〓
巴
】２
［ポ
ル
ト
々
イ

画
家
の
留
学

稲
賀
繁
美

ヨ
］
Ｃ
∞
゛
ご
の
く
Φσ
①【）
の
建
物
の

一階
に
住
み
込
み
だ
っ
た
。

当
時
は
ま
だ
♂
諄
腱
ｏ営
”ｏ”
［城
壁
］
が
あ
っ
た
が
、
一
三
二
年
に

爆
破
さ
れ
て
、
そ
れ
が
σ
ｏＬ
Ｑ
円
ユ
大
通
り
］
に
な
っ
た
の
を

記
憶
し
て
い
る
。
日
本
人
会
に
は
読
売
新
聞
の
松
尾
邦
之
助

や
椎
名
其
二
が
い
た
。
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
松
尾
は
、
「だ
ら
し
の
な

い
男
」
と
し
て
青
山
氏
の
記
憶
に
残
る
。
椎
名
の
フ
ァ
ー
ブ
ル

『昆
虫
記
』
は
大
杉
栄
の
遺
志
を
つ
い
だ
も
の
。
森
有
正
が
名
訳

と
の
評
価
を
与
え
て
い
た
。

大杉栄の監獄行き
一た一れ」」諄耐辞牌跡「卿「躊

倭
衛
に
会
い
に
来
て
、
留
守
だ
っ
た
の
で
青
山
氏
が
対
応
し
た
。

国
際
指
名
手
配
同
然
の
大
杉
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
上
陸
の
際
も
逮

捕
寸
前
。
変
名
を
使
っ
て
お
り
、
青
山
氏
と
の
あ
い
だ
に
は
、

「お
、
お
、
お
、
俺
が
誰
か
分
か
る
か
。
」
「あ
あ
、
分
か
っ
た
。」

「お
、
お
、
お
、
俺
は
阿
部
だ
。
」
「そ
う
か
、
阿
部
君
か
。
」
「そ

う
だ
。」
な
ど
と
い
つ
珍
間
答
が
あ
っ
た
、
と
い
資

。
大
杉
が
、
メ

ー
デ
ー
で
演
説
を
し
て
逮
捕
さ
れ
、
ラ
・サ
と
ア
監
獄
に
入
れ
ら

れ
た
の
で
、
青
山
氏
は
面
会
の
た
め
会
い
に
行
っ
た
。
ほ
か
に
フ

ラ
ン
ス
語
で
監
囚
に
対
応
で
き
る
日
本
人
が
い
な
か
っ
た
た
め

だ
と
い
つ
。
３
８
コ
”一ｏ
暉
ム
気
象
台
］
の
近
く
［実
際
に
は
南

に
ニ
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
］
だ
っ
た
。
瀬
戸
内
晴
美
の
『美
は
乱
調

に
あ
り
」
に
は
書
い
て
な
い
が
、
大
杉
が
パ
リ
で
獄
中
で
書
い
た

詩
―
―
愛
娘
、
魔
子
へ
の
思
い
を
綴
る
―
―
を
持
ち
出
し
た
の

青
山
義
雄
氏
に
う
か
が
う

一
九
二
〇
年
代
フ
フ
ン
ス
滞
在
の
一
前

解~ '

Γ

数

Ｌ

一頃
鍵

繰

鳳
嚇
数

鯛

裂
嘲

馨

詈

ユ

は
青
山
氏
だ
と
い
つ
。
周
知
の
と
お
り
、
大
杉
は

一
九
二
三

年
、
帰
国
し
て
す
ぐ
、
関
東
大
震
災
の
お
り
に
殺
さ
れ
た
。
あ
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の
震
災
の
お
り
に
は
、
Ｏ
ｃ
円
〓
Ｃ
ｒ
詳
Ｆ
［カ
ル
チ
子
ラ
タ
ン
］
の

日
の
２
ｃ
∽
８
目
″①
”
翼
Ｑ
［ソ
ム
ナ
ー
ル
街
］
の
日
本
人
会
事
務
室

７
・］
で
対
応
し
た
。
電
報
も
東
京
発
で
は
な
く
福
島
経
由
だ

っ
た
。
岩
田
某
、
獅
子
文
六
な
ど
も
当
時
パ
リ
に
い
た
。
青
山

氏
は
そ
の
後
十
四
年
間
パ
リ
に
生
活
し
、
一
九
三
五
年
に
帰

国
す
る
。
一戻
っ
て
み
る
と
、
日
本
は
陸
海
軍
人
が
う
る
さ
く
威

張
る
よ
う
に
な
っ
て
、
嫌
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
つ
。

格
は
削
絲

厭

董

高

軒

げ
肢

襲

』

峯

製

鋼

抜
き
書
き
し
て
み
よ
う
。
―
―
《パ
リ
に
来
た
同
船
に
は
、
安

宅
安
五
郎
、
相
馬
其

一
が
い
た
。
安
宅
は
文
展
に
出
品
し
て
い

た
立
派
な
人
だ
つ
た
〓

九

一
九
年
、
第

一
回
帝
展
出
品
の

《
日
蓮
樹
》
で
特
選
］
。
当
時
は
ち
ょ
つ
ど
日
本
人
の
画
家
が
ふ

え
つ
つ
あ
る
時
期
だ
っ
た
。
次
に
来
た
の
が
、
坂
本
繁
二
郎
、
林

倭
衛
、
硲
伊
之
助
、
小
松
清
、
ナ
ガ
ンヽ
了
シ
ュ
ラ
［十
治
郎
？
占
、

み
ん
な
同
じ
船
だ
っ
た
［九
月
の
こ
と
。
ク
ラ
イ
ス
ト
丸
の
次
の

航
海
で
渡
欧
］
。
硲
は
金
持
ち
の
ボ
ン
ボ
ン
で
、
奥
さ
ん
の
ア
デ

リ
ア
は
ニ
ー
ス
に
い
る
が
、
こ
れ
は
た
ま
ら
な
い
女
だ
っ
た
。
小
出

楢
重
も
同
じ
こ
ろ
に
来
て
、
林
と

一
緒
に
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
い
る
。

林
は
イ
ン
ド
に
も
半
年
。
林
倭
衛
の
死
に
水
は
自
分
が
と
つ
た

［
一
九
五
〇
］
。
豪
傑
だ
っ
た
。
小
出
は
、
わ
し
は
も
う
パ
リ
は

あ
か
ん
。
大
阪
人
に
は
住
み
づ
ら
い
。
金
に
う
る
さ
い
［大
阪
人

が
？
／
パ
リ
人
が
？
］
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
小
出
は
話
の
お
も
し

ろ
い
人
だ
つ
た
。
い
つ
し
よ
に
や
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
が
室
目
山
氏
の
日
本

の
］自
宅
に
あ
る
は
ず
だ
。
坂
本
は
「方
寸
』時
代
か
ら
大
田
正

雄
（後
出
）と
は
知
り
合
い
だ
つ
た
ら
し
い
。
「お
お
木
下
君
」と

日
本
人
会
で
声
を
あ
げ
る
。
坂
本
は
よ
い
人
だ
つ
た
。
戦
後
に
、

青
山
氏
の
長
崎
で
の
講
習
の
さ
い
、
久
留
米
に
訪
ね
て
会
っ
た

の
が
最
後
に
な
っ
た
〓

九
五
〇
］
。
斎
藤
与
里
は
文
章
が
難

解
だ
っ
た
。
硲
の
家
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
青
木
も
坂
本
も
午

歳
だ
。
硲
は
む
つ
か
し
い
男
で
、
結
局
の
ち
に
別
れ
た
。
佐
伯

祐
三
が
パ
リ
に
到
着
し
た
の
は

一
九
二
四
年

一
月
。
佐
伯
に

は
よ
く
会
っ
た
。
大
阪
の
人
。
こ
れ
は
天
才
だ
っ
た
［―
―
と
は

青
山
氏
が
来
客
に
は
も
う
何
度
と
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
口

調
だ
っ
た
］
。
さ
ら
に
同
じ
年
に
、
高
畠
達
四
郎
、
中
村
義
夫
、

坂
田

一
男
が
来
た
。
カ
フ
子
ド
・リ
ラ
［今
の
ロ
ス
タ
と

で
木
曜

日
に
会
っ
た
。
藤
田
［嗣
治
］
や
川
島
理

一
郎
、
そ
れ
に
小
柳
正

が
藤
田
の
妻
・フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
い
つ
し
ょ
に
来
て
い
た
。
一
一百
人

は
優
に
い
た
。
長
谷
川
［潔
］
は
来
な
か
っ
た
。
鍋
井
克
之
も
い

た
。
鍋
井
と
小
出
で
は
比
較
に
な
ら
な
か
っ
た
［小
出
が
別
格
、

と
い
つ
こ
と
］
。
正
宗
徳
三
郎
は
マ
ア
イ
ス
に
会
っ
て
い
る
が
、
正

宗
は
言
葉
が
で
き
ず
不
器
用
で
、
青
山
が
通
訳
だ
っ
た
。
了
ア

ィ
ス
に
は
正
宗
の
肖
像
が
あ
る
は
ず
だ
。
中
川
紀
元
の
ほ
う
が

先
に
着
た
は
ず
だ
が
、
覚
え
て
い
な
い
…
‥（毅

い
さ
さ
か
蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
数
年
前
、
小
松
清
と
ヴ
エ
ト

ナ
ム
と
の
関
係
を
調
査
中
だ
っ
た
カ
ナ
ダ
・ア
ル
バ
ー
タ
大
学
の

ビ
ン
・ヽ
ン
ン
教
授
か
ら
、
友
人
が
発
掘
し
た
Ｚ
フ
ン
ス
内
務
省
の

秘
密
資
料
に
、
日
本
人
の
名
前
が
あ
る
が
、
誰
だ
か
わ
か
る
か
、

と
の
お
尋
ね
が
あ
つ
た
。
見
る
と
、
機
密
書
類
に
は
、
＾
ユ
ヨ
”
、

∽
算
〔ヨ
９
ｏ
、
口
”
Ｎ８
”
↑
ι

な
ど
の
行
状
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
同
船
で
渡
欧
し
た
小
松
清
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
愛
国
者
に
し

て
革
命
家
、
グ
エ
ン
・ア
イ
ク
オ
ク
と
接
触
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
小
松
と
ク
ラ
マ
ー
ル
に
同
居
し
て
い
た
坂
本
繁
二
郎
、

硲
伊
之
助
ら
の
動
向
は
、
Ｚ
フ
ン
ス
官
憲
に
よ
っ
て
密
偵
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
（バ
ユ
ゴ
”
は
児
島
虎
次
郎
で
当
時
帰

国
中
）
。
ま
た
小
出
楢
重
は
そ
の
随
筆
か
ら
も
、
頭
の
回
転
の

早
さ
と
才
気
焼
発
ぶ
り
が
紡
彿
と
す
る
が
、
会
話
で
も
そ
の

オ
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
一
九
二

一
年

秋
の
サ
ロ
ン
・ド
ー
ト
ン
ヌ
に
は
、
藤
田
嗣
治
が
審
査
員
に
推
挙

さ
れ
て
い
る
が
、
小
出
は
中
村
義
夫
と
連
れ
立
っ
て
訪
れ
た
こ

の
展
覧
会
の
こ
と
を
「ま
づ
今
迄
ま
で
見
た
も
の

中ヽ
で
こ
れ
程

イ
ヤ
な
情
け
な
い
ガ
ラ
ク
タ
は
め
っ
た
に
、
無
い
」
と
こ
き
下
ろ

し
、
一二
十
分
ほ
ど
で
目
眩
が
し
た
と
漏
ら
す
［十

一
月
十
八

日
］
。
「先
生
に
、
ほ
め
て
も
ら
っ
て
ト
ク
意
に
な
っ
て
、
ま
づ
い

絵
を
か
い
て
勉
強
と
研
究
と
を
、
怠
ら
ず
励
ん
で
ゐ
る
、
憐
れ

む
べ
き
日
本
の
留
学
生
」
が
ず
い
ぶ
ん
居
る
、
と
辛
辣
な
観
察

を
し
て
み
せ
る
小
出
は
、
い
わ
ゆ
る
「パ
リ
通
の
、
キ
ザ
な
事
っ
た

ら
も
う
た
ま
ら
な
い
ね
災
十

一
月
五
日
）
と
嫌
悪
を
露
わ
に

す
る

一
方
、
パ
リ
の
現
実
と
日
本
と
の
あ
い
だ
に
「厚
い
ガ
ラ
ス

の
壁
」
の
あ
る
の
が
「気
に
な
ら
な
い
人
間
は
幸
せ
だ
よ
六
十
月

七
日
）
、
と
石
濱
純
太
郎
宛
に
書
い
て
い
る
。
そ

」ヽに
は
井
の
中

の
蛙
の
虚
勢
な
ど
と
は
無
縁
な
、
醒
め
た
理
知
が
光
っ
て
い
る
。

滞
欧
時
代
を
頂
点
に
凋
落
を
遂
げ
る
油
絵
画
家
が
多
い
。
そ

の
な
か
で
、
小
出
は
正
味
五
カ
月
と

一
週
間
の
見
物
と
買
い
物

に
資
金
を
蕩
尽
し
、
小
切
手
も
事
故
で
紛
失
し
た
こ
と
を
自

慢
話
に
し
て
み
せ
た
。
そ
し
て
、
帰
国
後
の
小
出
は
、
な
お

一

層
自
信
を
も
つ
て
、
粘
着
性
あ
る
油
絵
の
具
を
駆
使
し
、
実
質

感
の
追
求
に
、
「集
中
安
打
災
鍋
井
克
之
）
を
量
産
す
る
が
ご

と
く
、
打
ち
こ
ん
で
ゆ
け
た
希
有
な
画
家
だ
っ
た
。

囀
噸
ぃ
は

側
鍛

の
　

一
竹 黒 一

¨
一
一
中
一
一
¨
一
讐

『
“
中

、

長
瀬
晩
花
の

一
行
が
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
。
途
中
の
航
海
を
含

む
紀
行
文
は
黒
田
の
執
筆
に
な
り
、
東
京
・大
阪
の
時
事
新

報
紙
上
で
三
二
年

一
月

一
日
よ
り

一
年
間
に
わ
た
り
連
載
さ

れ
、
挿
絵
も
添
え
て
後
に
『欧
洲
藝
術
巡
礼
紀
行
』
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
（図
２
、
３
、
４
、
５
）
。
洋
画
家
で
す
で
に
洋
行
の

経
験
も
あ
り
、
フ
フ
ン
ス
語
に
も
心
得
の
あ
る
黒
田
重
太
郎
が
、

記
録
係
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
同
じ
京
都
出
身

の
国
画
創
作
協
会
の
面
々
の
先
導
役
を
演
じ
た
ら
し
い
。
も
つ

ざ5



図
２
　
小
野
竹
橋
〈セ
ー
ヌ
河
岸
Ｘ
オ
テ
ル
・ビ
ッ
ソ
ン
よ
り
）

「
欧
洲
墓
術
巡
礼
紀
行
費

一
九
二
三
）十
字
館
よ
り
〕

と
も
我
の
強
い
画
家
仲
間
の
道
中
と
あ
っ
て
、
騒
動
に
も
事
欠

か
な
い
。
土
田
は
と
い
え
ば
、
辺
り
構
わ
ず
賛
嘆
の
声
を
上
げ
、

絵
画
鑑
賞
に
夢
中
に
な
っ
て
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
黒

田
が
悪
態
を
つ
く

一
方
、
土
田
は
土
田
で
、
絵
の
所
在
を
確
か

め
る
と
、
鑑
賞
の
暇
も
な
く
さ
っ
さ
と
次
の
目
的
地
を
目
指
し

て
歩
き
始
め
る
せ
っ
か
ち
な
黒
田
を
、
家
族
へ
の
手
紙
で
は
や
い

（７
）

て
見
せ
て
い
る
。

青
山
氏
は

」ヽの
黒
田
ご

一
行
に
も
会
っ
た
様
子
。
―
―
《黒

田
重
太
郎
は
、
一
度
目
の
滞
仏
は
戦
争
中
で
、
ア
フ
リ
カ
回
り

で
パ
リ
に
来
た
は
ず
だ
。
一思
都
で
も
パ
リ
で
も
会
っ
た
。
日
本
で

は
、
日
展
や
文
展
の
審
査
員
と
し
て
。
筆
ま
め
な
ひ
と
だ
。
鍋

井
［克
之
］
と
黒
田
が
二
科
会
を
代
表
し
て
、
俊
敏
で
、
お
金

を
も
ら
っ
て
、
展
覧
会
に
絵
を
い
れ
る
の
い
れ
ぬ
の
、
と
立
ち
回

つ
て
い
た
。
本
当
の
″豪
傑
悪
党
′′。
本
郷
［新
？
出
が
児
島
善
三

郎
と
つ
か
み
あ
い
の
喧
嘩
を
し
て
、
仲
介
に
入
っ
た
辻
善
之
助

が
ケ
ガ
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
青
木
繁
と
坂
本
は
午
歳
。
黒

■即神漱♯
銘
申漱
訓
一稗静
覇彙
却“４
‐・で一・・ｔ
弓
ち彎「
サ
“

図
３
　
黒
田
重
太
郎
〈ド
ミ
エ
ー
の
旧
家
〉

「
欧
州
藝
術
巡
礼
紀
行
宍

一
九
二
三
）十
字
館
よ
り
］

嚇

史
家
た
み

一
鞍

高

洋 〓
梅

騨

棘

鰤

島
喜
久
雄
、
ま
た
こ
れ
は
米
国
経
由
で
、
医
学
博
士
、
大
田

正
雄
こ
と
、
詩
人
・美
術
評
論
家
の
木
下
杢
太
郎
ら
も
到
着
。

ふ
た
り
は
、
サ
ン
・ヽ
ン
ュ
ル
ビ
ス
広
場
の
オ
テ
ル
・レ
カ
ヽヽ主
に
泊
ま

つ
た
が
、
，）
」は
日
本
人
客
の
常
宿
だ
っ
た
ら
し
く
、
「」の
世
話

も
青
山
氏
が
焼
い
た
。
お
り
か
ら
イ
タ
リ
ア
美
術
研
究
で
ベ
レ

ン
ソ
ン
に
師
事
し
た
矢
代
幸
雄
も
滞
欧
中
。
英
文
に
よ
る
名
著

『サ
ン
ド
ロ
。ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
』
三
巻
が
メ
デ
ィ
チ
協
会
よ
り
刊

行
さ
れ
る
の
は
、
震
災
後
の
一
九
二
五
年
の
こ
と
。
か
れ
ら
は

ベ
ル
リ
ン
で
会
っ
て
い
る
が
、
そ
の
人
間
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

こ
れ
ら
美
術
史
家
諸
氏
の
人
脈
を
青
山
氏
に
尋
ね
て
み
た
。

―
―
《太
田
ク
ン
［木
下
杢
太
郎
］
と
矢
代
幸
雄
は
ウ
マ
が
会
わ

な
か
っ
た
。
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
研
究
の
矢
代
は
努
力
家
、
秀
才
。

一
高
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
、
風
貌
が
全
然
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

岸
田
國
士
に
Ｚ
フ
ン
ス
語
を
習
い
始
め
た
が
、
物
覚
え
の
よ
い
の

に
岸
田
が
驚
い
た
そ
う
だ
。
銀
時
計
の
秀
才
だ
け
の
こ
と
は
あ

る
。
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
研
究
の
児
島
は
、
天
才
肌
だ
が
な
ま
け
も
の

で
、
組
織
だ
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
九
五
二
年
に
は
亡
く

な
っ
て
、
［青
山
氏
は
］
Ｚ
フ
ン
ス
に
滞
在
し
て
い
た
た
め
、
葬
儀

に
立
ち
会
え
な
か
っ
た
。
坂
崎
坦
と
は
ほ
ぼ
同
じ
ン」ろ
、
坂
崎

の
ほ
う
が
少
し
は
や
く
パ
リ
に
来
た
。
こ
れ
は
好
人
物
だ
っ
た
。

後
年
『週
刊
朝
日
』
に
挿
絵
を
や
ら
せ
て
く
れ
た
…
…
じ

青
山
氏
は
満
十
六
歳
で
『方
寸
宍

一
九

一
〇
年
刊
行
）
に

木
下
杢
太
郎
の
文
章
を
見
た
と
い
つ
。
荻
原
守
衛
や
青
木
繁

の
追
悼
文
が
あ
っ
た
。
大
田
か
ら
は
石
川
啄
木
の
話
を
聞
い
た
。

白
秋
の
『邪
宗
門
』
の
挿
絵
は
杢
太
郎
。
啄
木
を
病
院
に
入
れ

る
の
に
大
田
が
世
話
を
焼
い
た
と
い
っ
。
啄
木
は
「う
そ
っ
き
で

困
る
」
と
い
っ
て
い
た
。
武
者
小
路
と
の
け
ん
か
の
話
も
開
い
た
。

山
脇
信
徳
の
『停
車
場
に
て
』
の
評
価
を
め
ぐ
る
い
わ
ゅ
る
「絵

画
の
約
束
駄
爾
争
の
こ
と
だ
ろ
う
。
杢
太
郎
は
、
は
に
か
み
の
あ

る
、
腰
の
低
い
、
い
い
人
だ
っ
た
。
本
の
下
で
本
を
読
ん
で
い
て
試

験
を
す
っ
ぽ
か
し
て
落
第
し
、
森
林
太
郎
に
あ
や
か
っ
て
木
下



口燿
婦
苺
ヽ
一
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杢
太
郎
と
筆
名
を
名
乗
っ
た
話
も
出
た
。
一
九
三
五
年
、
青

山
氏
が

一
時
帰
国
の
際
に
、
太
田
の
仙
台
時
代
に
児
島
と
三

人
で
会
っ
た
。
小
宮
豊
隆
も
呼
ぼ
う
と
な
っ
た
が
、
大
雪
の
た

め
遠
慮
し
た
、
と
い
殖

。
つ
い
で
な
が
ら
、
斎
藤
茂
吉
、
小
宮
豊

隆
、
阿
部
能
成
ら
が
あ
い
つ
い
で
パ
リ
を
訪
れ
た
の
は

一
九
二

五
年
。
留
守
中
に
斎
藤
茂
吉
が
小
宮
を
訪
ね
て
き
て
、
伝
言

が
残
し
て
あ
つ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
斎
藤
茂
吉
は
戦
後
国
画

会
の
展
覧
を
見
に
来
て
く
れ
て
、
「ま
あ
青
山
サ
ン
、
ス
ン
が
フ

ク
ブ
リ
デ
ス
タ
ナ
ー
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
つ
た
そ
う
な
。
青
山
氏

に
よ
る
大
杉
栄
、
小
出
楢
重
や
斎
藤
茂
吉
ら
の
声
帯
模
写
は
、

ど
う
や
ら
十
八
番
だ
っ
た
様
子
で
、
来
客
に
は
し
ば
し
ば
披
露

し
た
の
だ
ろ
つヽ
。
照
子
夫
人
［斎
藤
茂
吉
の
妻
〕
と
パ
リ
で
出
会

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
森
鴎
外
の
遺
児
た
ち
の
お
世
話
も
し
て
い
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
物
評
も
う
か
が
つ
た
が
、
今
は
こ
れ
を
略

す
。
そ
う
い
え
ば
、
″ス
ー
パ
ー
バ
ア
チ
ャ
ン
″を
自
称
し
て
い
た

斎
藤
照
子
さ
ん
も
先
日
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
た
。
ゴ
ビ
砂
漠
の

旅
行
中
に
病
気
で
倒
れ
て
…
…
、
と
青
山
氏
の
話
題
は
最
近

の
訃
報
に
及
ん
だ
。

確
掲
榊
剋
一
交
家

　

一
』
制
曲
疇
「

度 ．
動
は
経
』
は
寝
樹

す
。
「滞
欧
州
記
　
士ム
術
と
自
然
穴

一
九
二
五
）
か
ら
も
そ
の

精
力
的
な
活
動
ぶ
り
と
、
繁
忙
な
日
程
が
知
ら
れ
る
。
翌
年

の
二
三
年
に
は
サ
ロ
ン
・ド
ー
ト
ン
ヌ
に
二
科
会
に
よ
る
日
本
部

が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
準
備
交
渉
も
石
井
が
全
権
を
委
任

さ
れ
て
い
た
。
パ
リ
で
個
展
開
催
に
も
漕
ぎ
着
け
る
が
、
レ
オ
ン

ス
ペ
ネ
デ
イ
ツ
ト
Ｆ

ω
Ｏ●
ｏ
８
”こ
に
執
筆
を
依
頼
し
た
展
覧

会
序
文
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
が
不
ジ
ツ
ト
０
０コ
Ｏ
Ｎじ
の

「画
家
名
事
典
』
の
石
井
の
項
目
の
記
載
に
な
っ
て
い
る
あ
た
り

に
も
、
石
井
の
ち
ゃ
つ
か
り
し
た
処
世
術
が
窺
わ
れ
る
。
以
下
、

青
山
氏
の
石
井
評
。
―
―
《
石
井
柏
亭
は
絵
は
お
も
し
ろ
く
な

い
が
、
話
は
お
も
し
ろ
い
。
た
い
へ
ん
な
常
識
家
だ
。
ひ
ど
い
ど

も
り
の
く
せ
に
社
交
家
で
、
平
気
で
し
や
べ
り
、
ど
ん
ど
ん
パ
リ

で
も
人
脈
を
作
っ
て
い
っ
た
。
通
訳
に
頼
ら
ず
、
な
ん
で
も
自
分

で
や
る
人
で
立
派
だ
が
、
常
識
で
絵
を
描
く
か
ら
、
困
る
。
記

憶
力
は
よ
い
人
だ
っ
た
。
弟
の
鶴
三
は
兄
が
大
嫌
い
で
、
日
本
に

帰
っ
て
会
っ
て
み
た
ら
、
エ
ラ
ク
き
む
づ
か
し
か
つ
た
。
朝
日
［新

聞
］
の
小
川
正
隆
と

」ヽの
あ
い
だ
話
を
し
て
い
た
ら
、
な
ん
で
も

鶴
三
に
柏
亭
の
思
い
出
を
話
さ
せ
た
ら
、
コ
キ
オ
Ｆ
ン
が
あ
ま

り
に
ひ
ど
い
の
で
、
そ
こ
ま
で
酷
評
す
る
か
、
と
驚
い
て
見
せ
る

と
、
「い
や
、
こ
れ
で
十
分
に
手
を
く
わ
え
て
あ
り
ま
す
」
と
の

お
応
え
。
梅
原
龍
三
郎
は
「鶴
三
は
た
い
し
た
も
の
だ
、
あ
れ

ぐ
ら
い
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
と
モ
ノ
ゴ
ト
が
簡
単
だ
」
と
い
つ
て
い
た
。

戦
後
、
鶴
三
の
家
に
ド
ロ
ボ
ウ
が
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
は

黙
っ
て
見
て
い
た
、
と
い
つ
。
泥
棒
の
ほ
う
が
あ
わ
て
て
、
一早
履

を
忘
れ
て
逃
げ
て
行
っ
た
そ
う
な
…
…
じ

留

家
た
ち

　

一
鰤

硼

螂

ボ

唖

鶏

友
が
あ
り
、
後
に
は
農
民
芸
術
運
動
で
も
知
ら
れ
る
。
渡
欧

は

一
九

一
二
年
で
、
三
ハ
年
末
に
甲
ン
ア
経
由
で
帰
国
。
し
た

が
っ
て
青
山
氏
は
、
山
本
鼎
に
Ｚ
フ
ン
ス
で
は
会
っ
て
い
な
い
。
山

本
を
巡
る
思
い
出
は
、
以
下
い
さ
さ
か
画
壇
ゴ
ン
ッ
プ
に
脱
線

謂
洲科
牌
靱
ン
一‐酬
妻
靭
野
ユ

謂
洲勢情帥備”
封
嬌
郭群
鰐
電

ざ7



す
る
。
―
―
《山
本
鼎
は
、
島
崎
藤
村
と
交
友
が
あ
っ
た
が
、

彼
に
は
春
陽
会
を
抜
け
て
〓

九
三
五
年
脱
退
］
日
展
審
査

員
の
こ
ろ
に
会
っ
た
。
春
陽
会
Ｃ

九
二
二
年
結
成
）
は
伏
魔
殿
。

山
本
は
苦
労
人
で
陰
で
ぐ
つ
ぐ
つ
。
辻
永
が
笙
心者
〃
で
実
権
を

握
っ
て
い
た
。
「光
風
会
の
出
店
で
は
な
い
」
と
青
山
氏
が
ガ
ミ
ガ

ミ
文
句
を
言
っ
た
。
晩
年
、
山
本
鼎
は
こ
れ
を
回
想
し
て
「青

山
は
好
き
だ
ね
え
」
と
漏
ら
し
た
》
由
。

宇
野
浩
二
や
鍋
井
克
之
と
交
友
の
あ
っ
た
永
瀬
義
郎
は
、

一
九

一
人
年
、
山
本
鼎
の
日
本
創
作
版
画
協
会
に
合
流
す
る

が
、
そ
の
パ
リ
遊
学
は
、
や
や
お
く
れ
て

一
九
二
九
年
。
一二
十

人
歳
の
時
。
青
山
氏
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
水ヽ
瀬
は
、
気
の
若
い
、

い
い
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。
早
川
雪
州
主
演
の
映
画
『ラ
・パ
タ
イ

ユ
買

一
九
三
四
）
に
出
演
し
た
の
が
自
慢
で
あ
る
。
原
作
は
ク

ロ
ー
ド
・フ
ァ
レ
ー
ル
、
監
督
は
日
本
通
を
自
称
す
る
が
、
実
は

ま
っ
た
く
無
知
な
フ
ァ
ル
カ
ン
ン
ュ
。
主
演
は
、
ンヽ
ヤ
ル
ル
・ボ
ワ
イ

エ
、
ア
ナ
ベ
ル
ほ
か
。
撮
影
の
と
き
に
日
本
人
エ
キ
ス
ト
ラ
を
集

め
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
青
山
氏
だ
っ
た
、
と
の
こ
と
。
水ヽ
瀬
は

東
郷
役
の
は
ず
だ
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
画
面
に
は
現
れ
ず
。
水ヽ
瀬

自
身
は
、
戦
艦
ヨ
一笠
」
の
鑑
橋
に
立
つ
だ
け
の
役
で
、
台
詞
は

な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
真
偽
や
い
か
に
。
水ヽ
瀬
に
は
、
そ

の
晩
年
の
著
書
『放
浪
貴
族
』
そ
の
ま
ま
に
、
無

一
文
で
放
浪

す
る
楽
天
性
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
ニ
コ
百
し
て
い
た
、
と
い
つ
。

永
瀬
の
友
人
の
長
谷
川
潔
は
す
で
に
［Ｚ
フ
ン
ス
人
、
ヽヽヽ
ンヽ
ュ

リ
ー
ヌ
と
］
結
婚
し
て
い
て
、
大
金
持
ち
。
こ
ち
ら
は
神
経
質
で
、

日
本
人
た
ち
を
警
戒
し
て
い
て
´^８
一”
９
■
な
態
度
。
猜
疑
心

が
強
か
っ
た
。
戦
後
手
紙
を
出
し
た
が
、
住
所
が
違
っ
て
い
三
戻

っ
て
き
た
。
仏
日
の
財
産
往
還
や
新
円
の
導
入
な
ど
で
、
そ
の

財
産
も
紙
く
ず
と
な
り
、
戦
後
苦
労
し
て
い
た
。
中
川

一
政

が
Ｚ
フ
ン
ス
に
来
た
と
き
、
ル
ド
ン
の
画
集
を
長
谷
川
か
ら
渡

し
て
も
ら
っ
た
が
、
代
金
を
払
っ
た
か
否
か
で
も
め
、
青
山
氏
が

図
６
　
マ
テ
ィ
ス
を
訪
れ
た
青
山
義
雄
２

九
五
三
）

〔神
奈
川
近
代
美
術
館
冨
円
山
義
雄
展
買

一
九
八
八
）よ
り
］

立
て
替
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
川
は
金
に
し
？
」い
が
、
正
直

者
だ
。
死
ぬ
前
に
萩
原
大
使
と
長
谷
川
［潔
］
と
三
人
で
食
事

を
し
て
、
家
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
［脈
絡
や

や
不
明
だ
が
∵
」の
あ
た
り
の
こ
と
、
佐
藤
敬
は
無
責
任
に
し

ゃ
べ
る
の
で
困
る
、
と
の
こ
と
。

研彙
の

墓

饂

滅
魏

ま
ま
採
録
し
て
お
き
た
い
。

《レ
オ
ナ
ー
ル
・フ
ジ
タ
は
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
ご
都
合
主

義
者
だ
っ
た
。
詣
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
た
。
だ
が

一
九
二

一

―
二
二
年

」ヽろ
の
五
〇
号
の
静
物
［画
］
や
室
内
［画
］
は
日
本

に
も
送
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
傑
作
だ
。
後
年
の
ハ
ダ
カ
よ
り
も

小
品
の
ほ
う
が
良
い
。
楽
し
ん
で
描
い
て
い
る
。
後
年
は
有
名

病
に
取
り
付
か
れ
た
。
ガ
ンヽ
ェ
の
と

しヽろ
の
息
子
［フ
ァ
ン
・ゴ
ッ
ホ

を
見
取
っ
た
ガ
シ
ェ
医
師
の
息
子
］
は
日
本
人
を
優
過
し
た
。

［財
閥
二
世
］
安
田
冨
星
一郎
］
な
ど
も
よ
く
遊
び
に
い
っ
た
。
詰

め
襟
の
洋
服
だ
っ
た
。
［ガ
ンヽ
ェ
の
息
子
は
］
作
品
の
写
真
も
撮

ら
せ
ず
ケ
チ
と
の
陰
口
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
印
象
派
美
術
館

に
入
っ
て
い
る
作
品
を
ル
ー
ヴ
ル
に
寄
贈
し
て
い
る
。〉

青
山
氏
は

一
九
二
五
年
に
日
本
人
会
を
や
め
た
。
そ
の
旨

を
記
し
た
手
紙
を
木
下
杢
太
郎
あ
て
に
書
い
て
い
る
［岩
波
版

『杢
太
郎
宛
書
簡
集
』
四
二
九
］
。
―
―
《
病
気
［妻
か
ね
、
と

も
ど
も
肺
結
核
に
よ
る
略
血
］
で
カ
ー
ニ
ュ
に
療
養
し
て
い
た
と

き
に
マ
テ
ィ
ス
に
″発
見
″さ
れ
、
一二
十
点
の
作
品
が
三
〇
〇
〇

Ｚ
フ
ン
で
買
わ
れ
、
」ヽれ
が
〓

九
二
八
年
］
ベ
ル
リ
ン
で
個
展

［ノ
ン
ベ
ル
ト
画
廊
］
に
展
示
さ
れ
た
。
マ
テ
ィ
ス
に
は
二
六
年
に

力
上

一ュ
に
会
い
に
来
い
と
言
わ
れ
、
そ
の
後
マ
テ
ィ
ス
か
る
福
島

繁
太
郎
に
紹
介
さ
れ
た
。
力
上

〓
に
は
長
典
善
郎
も
来
た
。

戦
後
に
な
っ
て
日
本
の
景
気
が
回
復
し
て
か
ら
、
フ
ジ
カ
ワ
画

廊
が
ス
ル
リ
ン
で
展
覧
し
た
作
品
を
］
買
い
、
新
旧
作
あ
わ
せ

て
展
示
さ
れ
た
。
上
方
定

一
は
、
昔
の
絵
の
方
が
天
７
の
絵
よ

り
よ
い
」
、
と
い
っ
て
十
二
点
を
鎌
倉
の
近
代
美
術
館
に
購
入
し

て
く
れ
た
。
た
だ
し
、
金
が
な
い
の
で
支
払
い
は
年
賦
に
し
て
く

れ
、
と
言
わ
れ
た
。
彼
と
会
っ
た
の
は
三
度
だ
け
だ
。》

《マ
テ
ィ
ス
に
は
「君
に
は
色
彩
が
あ
る
、
君
の
色
彩
を
大
切

に
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
マ
ア
ィ
ス
か
ら
習
っ
た
の
は
、
フ
ラ
・ア
ン

ジ
ェ
リ
コ
の
Ｓ
】８
ュ
色
価
］
と
奥
行
き
を
学
べ
、
と
の
教
え
。

一
〇

一

あ
と
は
コ
物
体
の
］
後
ろ
に
ま
わ
る
絵
を
描
け
」
と
い
わ
れ
た
。

マ
テ
ィ
ス
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
い
た
。
一
九
五
三



年
講
和
条
約
の
締
結
以
前
に
、
マ
テ
ィ
ス
か
ら
招
待
し
て
も
ら

っ
た
か
た
ち
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
［？
］
で
イ
タ
リ
ア
経
由
で
Ｚ
フ
ン
ス
に
戻

っ
た
［ア
ト
リ
エ
に
は

一
九
五
三
年
に

一
緒
に
撮
っ
た
写
真
（図

６
）
が
、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
う
え
に
飾
っ
て
あ
っ
た
］
。
そ
の
後
二

度
日
本
に
は
一戻
っ
た
。
そ
う
い
え
ば

一
九
二

一
年
の
カ
ー
ニ
ュ
の

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
と
こ
ろ
の
価
い装
舞
は
］会
に
行
ら
た
。
了
ア
ィ
ス
は
エ

ジ
プ
ト
の
王
様
の
役
。
一ン
ャ
ン
・ル
ノ
ワ
ー
ル
は
派
手
好
き
だ
つ
た
。

川
島
［理

一
郎
］
や
梅
原
［龍
三
郎
］
も
了
ア
イ
ス
に
会
っ
て
い
る

が
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
良
く
覚
え
て
い
な
い
。
カ
ー
一〓
に
は

モ
ジ
リ
ア
ニ
、
ス
ー
テ
イ
ン
［も
う

一
名
の
名
前
、
メ
モ
で
き
ず
］

の
三
人
も
来
て
、
フ
ジ
タ
の
話
も
出
た
。
モ
ー
リ
ス
・ド
ニ
と
い
え

ば
、
パ
リ
に
［
一
九
二

一
年
］
つ
い
た
翌
々
日
に
ア
カ
デ
ミ
ー
・ラ

ン
ソ
ン
に
行
っ
た
。
ド
ニ
に
絵
を
見
て
も
ら
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
セ

ー
ヌ
街
を
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
も
あ
る
。
ンヽ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ

劇
場
の
天
上
画
が
当
時
は
有
名
だ
っ
た
。
一
九
五
四
年
に
は
マ

テ
ィ
ス
が
心
臓
麻
痺
で
な
く
な
っ
た
。
葬
儀
に
ジ
ャ
ン
ｉ
ク
ト
ー

が
来
た
の
を
お
世
話
し
た
記
憶
が
あ
る
…
…
（以
下
略
す
）
。》

付
記

以̈
上
は
、
筆
者
が
、
一
九
八
五
年
四
月
六
日
、
一Ｔ

ス

の
海
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
つ
た
、
青
山
氏
の
自
宅
兼
ア
ト
リ

エ
に
て
う
か
が
つ
た
話
を
文
章
に
起
こ
し
た
も
の
。
当
日
の
会
話

は
、
テ
ー
プ
録
音
は
し
て
お
ら
ず
、
当
日
の
メ
モ
か
ら
、
あ
ら
た

め
て
復
元
し
た
。
青
山
氏
は
当
時
九
十

一
歳
。
毎
週
の
よ
う

に
日
本
か
ら
の
来
客
が
訪
れ
る
繁
忙
の
さ
な
か
、
日
本
向
け
の

油
彩
の
制
作
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
た
い
へ
ん
な
未
来
志
向

で
、
明
日
は
何
を
す
る
、
今
年
の
夏
に
は
ど

」ヽに
行
く
、
と
い
つ

た
今
後
の
話
題
に
夢
中
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
過
去
を
振
り
返
る

こ
と
に
は
、
さ
し
て
執
着
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
前
後
か
ら
、

青
山
氏
に
戦
前
の
フ
フ
ン
ス
滞
在
の
様
子
を
う
か
が
お
う
と
す

る
記
者
や
研
究
者
の
来
客
も
、
頻
繁
と
な
り
つ
つ
あ
る
様
子
だ

っ
た
。
質
問
に
答
え
る
青
山
氏
の
回
想
の
口
調
に
は
、
抜
群
の

記
憶
力
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
定
型
の
受
け
答
え
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
青
山
氏
の
回
想
を
基
に
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
記
録
の
う
ち
、
も
つ
と
も
整
理
の
行
き
届
い
た
か
た

ち
で
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
『青
山
義
雄
』
展
２

九
八
八
）
の
た

め
に
調
査
さ
れ
た
、
橋
秀
文
氏
の
も
の
（同
展
年
譜
）
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
数
年
先
立
つ
当
方
の
筆
録
は
、
足
掛
け
二
日
の
滞
在
の

な
か
で
綴
つ
た
備
忘
録
に
過
ぎ
ず
、
も
と
よ
り
遺
漏
も
多
い
。

当
時
の
当
方
の
知
識
不
足
ゆ
え
、
当
然
う
か
が
う
べ
き
質
問

で
、
取
り
こ
ぼ
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
か
つ
て
の
友

人
た
ち
の
品
定
め
な
ど
に
は
、
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
寸
評
に
も
、

旧
友
た
ち
へ
の
愛
情
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
生
き
証
人

な
ら
で
は
の
卓
抜
な
性
格
描
写
や
、
見
事
な
声
帯
模
写
も
あ
っ

て
捨
て
難
く
、
「）
」に
復
元
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
回
想
の
内
容
に
は
、
時
に
辛
辣
な
評
言
も
み
あ
れ
、

あ
る
い
は
橋
氏
な
ど
、
公
表
の
た
め
に
配
慮
し
て
割
愛
さ
れ
た

箇
所
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一言
及
さ
れ
た
特
定
の
個
人
や

そ
の
が」遺
族
に
と
っ
て
、
同
意
し
難
い
判
断
も
含
ま
れ
て
い
な
い

と
は
言
え
ま
い
。
だ
が
青
山
氏
生
誕
か
ら
来
年
で
す
で
に
百

十
年
を
迎
え
る
今
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
現
場
で
の
評
価
の
彩
も
、

恩
讐
の
彼
方
に
過
ぎ
去
っ
て
、
す
べ
て
は
貴
重
な
同
時
代
の
証

言
尺
と
昇
華
さ
れ
る
べ
き
時
機
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
生
前
の

青
山
氏
か
ら
は
、
本
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
の
内
容
公
表
の
許
可
を
得

て
い
た
が
、
機
会
を
見
ぬ
ま
ま
、
今
日
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
事

実
関
係
の
不
明
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
発
表
者
に
責
任
の

帰
す
る
こ
と
を

」ヽヽ
」に
確
認
し
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
に
感
謝

し
た
い
。
な
お
、
当
日
の
メ
モ
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
二
十
七

日
に
再
発
見
し
、
整
理
し
た
も
の
。
遺
漏
、
誤
謬
な
ど
あ
れ
ば
、

識
者
の
ご
指
摘
に
侯
ち
た
い
。

注（１
）―
―
蛭
川
譲
戻
り
に
死
す
―
―
評
伝

椎̈
名
共
二
」
藤
原
古
店
、
一
九
九

六
年
。
ま
た
松
尾
邦
之
助
ヲ
ラ
ン
ス
放
浪
記
』
鮮
普
一易
、
一
九
四
七
年
に

は
巴
里
ＥＩ
本
人
会
の
書
記
「
Ａ
」
に
関
す
る
悪
口
が
見
え
る
■

ｔ
Ｉ
）
．

（２
）―
―
「阿
部
」
と
で
，
偽
名
を
使
っ
て
い
た
大
杉
と
青
山
と
り

」の
と
き
の
ト

ン
チ
／ヽ
″
／
な
会
話
は
、
橋
秀
文
氏
に
よ
る
年
評
に
も
採
録
。
神
奈
川
近
代

美
術
館
コ
Ｈ
山
義
雄
展
』
図
録
、
一
九
人
八
年
参
１１１１
．

（３
）―
―
以
下
は
、
一
九
人
五
年
四
月
六
Ｈ
、
一Ｔ
ス
の
青
山
義
雄
氏
の
自
宅

兼
ア
ト
リ
エ
に
て
採
録
ゥ

（４
）―
―
ビ
ン

ンヽ
ン
「小
松
清
　
ベ
ト
ナ
ム
独
立
へ
の
兄
米
て
ぬ
夢
」
、
高
杉
忠
明

松
井
敬
訳
『世
界
〓
一〇
〇
〇
年
四
月
号
二
一七
五
―
二
人
五
百
、
五
月

口π

二
六
四
―
二
人
三
真
。
ほ
か
に
林
俊
／
ク
ロ
ー
ド

ピ
ン
ョ
ワ
『ヒ
ユ
ー
了
一

ス
ト
の
肖
像
　
小
松
清
』
白
亜
書
房
、
一
九
九
九
年
り
ま
た
社
会
的
背
景
と

し
て
は
、
渡
辺

一
民
『Ｚ
フ
ン
ス
の
誘
惑
　
近
氏
日
本
精
神
史
試
論
」
岩
波
古

店
、
一
九
九
五
年
。
有
効
な
補
助
線
と
し
て
は
、
読
み
物
と
し
て
楽
し
め
る
、

出
口
裕
弘
『辰
野
隆
　
日
仏
の
円
形
劇
場
』
新
洲
社
、
一
ノし
九
九
年
な
ど
。

（５
）―
―
匠
秀
夫
（編
二
小
出
楢
重
の
手
紙
』
形
文
社
、
一
九
九
四
年
、
に
１１１１

欧
期
の
手
紙
復
刻
あ
り
。

（６
）―
―
『欧
洲
藝
術
巡
礼
紀
行
』
ら
紀
行
文
は
黒
――――
筆
、
挿
絵
は
＝
Ⅲ
■
大

郎
・土
田
麦
感

小
野
竹
橋

野
長
瀬
晩
花
、
大
阪
時
事
新
報
社
、
一
九
１１

三
年
［森
仁
史
氏
よ
り
購
入
■
早
確
奈
津
子
氏
に
謝
意
を
表
す
〕
ぃ

（７
）―
―
田
中
日
佐
夫
（編
ヽ
土
田
麦
処
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
普
簡
〓
正
∴
し
、

『美
学
美
術
史
論
集
』
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
＝
、
一
九
八
Ｌ
年
し

月
、
八
八
年
十

一
月
。
ま
た
ア
ンヽ
リ
エ
ッ
ト
と
の
恋
に
関
し
て
は
、
柏
木
加
代

子
『か
き
つ
ば
た
　
土
田
友
倦
の
受
と
芸
術
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
一〇
〇

三
年
。

（８
）―
―
青
山
義
雄
「古
い
手
紙
〓
図
普
』
岩
波
普
店
、
一
九
八
四
年
十

一
月

に

あヽ
あ
た
り
に
関
す
る
国
想
あ
り
。
「木
下
杢
太
郎
宛
書
簡
集
」
岩
波
書

店
、
書
簡
番
号
三
七

一
、
に
青
山
氏
よ
り
の
問
題
の
古
簡
が
み
え
る
。
一

九
二
三
年
の
サ
ロ
ン
・ド
ー
ト
／ヽ
ス
人
選
作
の
件
に
言
及
あ
り
。

（９
）―
―
記
録
と
し
て
は
、
山
本
鼎
『ブ
ル
タ
上

三
日
記
』
、
小
崎
軍
司
（価
）
、

信
渋
路
、
一
九
七
八
年
が
残
る
。
ま
た
、
藤
沢
道
郎
「島
崎
藤
村
の
７
フ
ン

ス
行
き
Ｌ
比
較
文
学
研
究
叢
書
　
島
崎
藤
村
』
朝
日
出
版
社
、
一
九
Ｌ
人

年
、
お
よ
び
今
橋
映
子
『共
都
憧
＝
　
日
本
人
の
パ
リ
」
柏
普
一助
、
一
九
九

二
年
。

（１０
）―
―
永
瀬
義
郎
『放
浪
貴
族
』
国
際
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
し
七
年
に
も

本
件
へ
の
言
及
あ
り
。

（１１
）―
―
猿
渡
紀
代
子
『長
谷
川
潔
の
世
界
』
有
隣
堂
、
上
・中

下
、
一
九
ノし

七
―
九
八
年
参
照
．

（‐２
）‐
‐
一・ぎ

ｏ
ｏ
５
″Ｅ
ｏ
ｏ
．ｏ３

８

８
●
ヨ
２
．は
、
物
体
の
立
体
感
の
再
現
を

重
視
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
●
ア
ッ
サ
ン
教
室
で
の
基
本
的
な
教
え
。
一立
体
表
現

に
不
得
意
な
東
洋
画
家
へ
の
定
番
の
指
南
だ
ろ
う
か
。

＊
　
な
お
閉
伸
あ
展
覧
会
日
録
は
無
数
と
い
つ
て
よ
い
が
、
と
く
に
東
京
国
立
近

代
美
術
館
『近
氏
日
本
美
術
史
に
お
け
る
パ
リ
と
日
本
』
一
九
七
五
年
、
同
山

県
立
美
術
館
コ

九
二
〇
年
代
　
パ
リ
の
日
本
人
画
家
〓

九
九
四
年
を
あ

げ
て
お
く
ゥ
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